
令和６年度 学校評価 報告書 

令和７年 4月 

聖徳大学三田幼稚園 

Ⅰ、本園の教育目標 

「 いつもにこにこ元気な子ども」 

1、健康でたくましい子どもに 

2、だれとでも仲よくできる子どもに 

3、しっかりと約束の守れる子どもに 

4、あいさつのできる子どもに 

5、自分で考えて行動のとれる子どもに 

 

Ⅱ、本園の自己評価の状況             ◎目標を上回る ○目標に達する △目標に届かない 

 評価項目 結果 取り組み状況 

〇よくできている  ×課題 

1 幼稚園の運営について ◎ ○クラス運営、バス乗車、預かり保育を皆で協力して運営

できている。 

○行事等の振り返りを活かし、改善を図った。 

○長期休業中の預かり保育の開始し、保育時間を拡充し

た 

×人手不足、学年の話し合いを計画的実施 

2 保育の在り方、幼児への対応 ◎ 〇一人ひとりの幼児理解を深め、子どもの主体的な遊びを実

現した。 

○特別に配慮が必要な幼児に対して教員全体で話し合い、

チーム保育を行い、発達を支援することができた。 

×戸外遊びや自然に触れるための環境の工夫 

3 保育者としての資質・良識・適性 ◎ 〇行事の計画案の作成を含め、仕事の期限を守り、取り組ん 

でいる。 

×小学校教育の理解 

4 保護者への対応・守秘義務 ◎ 〇保護者からの相談は親身に対応し、信頼関係を築いてい

る。 

○保護者の相談、要望等について、上司に報告、相談を確実

に行い、教職員で共有した。 

×普段の子どもの様子を保護者に伝えることの充実。 

5 地域の自然や社会とのかかわり   ◎ 〇小学生、中学生や高校生を受け入れ、幼稚園の仕事を学べ

る機会を増やしている 

○地域の未就園児を対象にした「にこにこ広場」を充実した。 

○近隣のビルとの交流を活発に行った。 

×地域との交流活動の一層の充実。 

6 保育者の専門性に関する研究・研

究への意欲・態度 

〇 〇研修会で学んだ内容を保育に活かすことができた。 

×時間を確保し、園内の研究を深め、保育に活かす 



7 地域における子育て支援 〇 〇にこにこひろばの参加は、リピーターが多く,入園に繋げるこ 

とができた 

×子育て支援について、地域にアピールする場の確保。 

 

Ⅳ、保護者評価の状況               ◎目標を上回る ○目標に達する △目標に届かない 

 

Ⅴ、総合的な評価結果 

評価 理  由 

A 

 

・自己評価・保護者評価共に良い評価である。 

・一人一人を大切にした保育を通して保護者から信頼された。 

・行事の見直しを行い、特に「子どもアート展」「表現遊び」が高く評価された。 

・遊戯室では、年長組を中心に大型積み木や巧技台を使って様々な遊びが展開し、クラス、学年の枠を超

えた異年齢の遊びが展開された。 

・こども図書館では、年中組、年長組で絵本の貸し出しを行ったり、3学期には子ども図書館で絵本の読み

聞かせの会を実施したりするなど、絵本に興味をもたせることができたことは多くの賛意が得られた。 

・2号認定の預かり保育希望の保護者には、夏期休業、冬期休業の預かり保育を実施した。 

Ａ・十分に成果があった Ｂ・成果があった Ｃ・少し成果があった Ｄ・成果がなかった 

Ⅵ、今後取り組む課題 

 課  題 具体的な取り組み方法 

1 ・思考力育成のための 

探究活動の研究 

「物の性質としくみの理解」を主題とし、今年度は砂場、積み木の活動 

を中心に環境を工夫して、幼児の遊びを活性化し、研究を行う。 

2 ・地域の自然や社会との 

かかわりの充実 

・園内の自然を活用し、栽培物との触れ合い、生きものの飼育を通して 

生命の大切さに気付かせる保育を実施する。 

・地域の社会については、保幼小連携に積極的にかかわる。 

3 ・家庭との連携 ・園の様子を知る機会を多く設定し、学期ごとに保護者会を行い教育 

方針について十分な説明を行う 

 

Ⅶ、学校関係者評価委員の評価 

・園の行事の質が高く、地域の友人、後輩のご夫婦の間でも評価が高く、お薦めしたい幼稚園として高く

評価する 

 

      ＊全日本私立幼稚園幼児教育研究機構発行 「私立幼稚園のための学校評価ハンドブック」参照 

評価項目 結果 内  容 

お子様について 
◎ 

・それぞれのクラスで継続して遊びが展開されていくことで、教師との関係が深 

まり、高い評価だった。しかし、例年話を聞くことが苦手な傾向があるので、指導 

計画の見直しにも繋げていきたい 

園の運営について ・一人一人の幼児を深く理解し、その子に応じた保育をしていると多数の高評価。 

・園庭にたくさんの植物を植えているので、色水遊びや野菜の栽培、アゲハ蝶を育て 

るなど自然とのかかわりを工夫しているが、やや低い評価。 

家庭との連携につい

て 

・給食試食会や保育参観、各種行事の実施で、保護者が子どもたちの姿を見る機 

会を増やした。また、対面での個人面談では、日常の子どもの様子を話し、保護者と 

共有できた。 


